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ル
ー
マ
ニ
ア
と
ブ
ル
ガ
リ
ア
が
来
 
 

年
1
月
、
欧
州
連
合
（
E
U
）
に
加
 
 

わ
る
。
経
済
的
に
最
も
貧
し
い
加
盟
 
 

国
と
な
る
だ
け
に
、
よ
り
豊
か
な
加
 
 

盟
国
へ
の
出
稼
ぎ
労
働
者
の
流
出
が
 
 

予
想
さ
れ
る
。
0
4
年
に
加
盟
し
た
東
 
 

欧
8
カ
国
か
ら
の
労
働
者
受
け
入
れ
 
 

に
は
稗
極
的
だ
っ
た
英
国
も
、
予
想
 
 

を
は
る
か
に
超
え
て
流
入
し
た
こ
と
 
 

か
ら
、
両
国
の
加
盟
を
前
に
歯
止
め
 
 

を
か
け
る
方
針
に
転
じ
た
。
拡
大
E
 
 

U
が
め
ざ
す
域
内
の
白
由
な
労
働
力
 
 

の
移
動
は
何
を
も
た
ら
す
の
か
－
 
 

受
け
入
れ
側
は
疑
念
を
募
ら
せ
、
全
 
 

面
開
放
が
視
野
に
入
っ
て
も
及
び
腰
 
 

だ
。
 
 

（
ピ
ー
タ
ー
バ
ラ
（
英
国
南
東
部
）
 
 

＝
稲
田
盾
司
）
 
 東

欧
か
ら
出
稼
ぎ
急
増
 
 

200‘   

東欧からの労働者と受け入  
れ制限 04年5月のE  
U拡大前の加盟15カ国  
のうち、東欧8カ国か  闇  

らの労働者受け入れを制限し  
ていないのらま8カ国。05年統  
計で見ると、「原則無制限」の  
国と「朋制限」や「人数制限」  
などの制限を設けている国で  
は際立った違いが見える＝右  
の図。今年になって、フラン  
スやオランダはホテル菓、建  
設業など職種によって選択的  
に受け入れる方針を示し、イ  
タリアやポルトガルは職種制  
限と人数制限の併用から原則  
無制限に転じた。  

「
市
と
し
て
は
も
う
限
界
 
 

だ
。
国
に
技
能
の
乏
し
い
労
 
 

働
者
の
流
入
を
制
限
し
て
は
 
 

し
い
。
そ
れ
が
移
民
の
た
め
 
 

に
も
な
る
」
。
東
欧
か
ら
の
 
 

移
民
が
急
増
す
る
英
南
東
部
 
 

ピ
ー
タ
ー
バ
ラ
市
で
移
民
問
 
 

題
に
取
り
組
む
ホ
ル
デ
イ
ツ
 
 

チ
市
議
は
頭
を
抱
え
る
。
割
 
 

安
な
市
営
住
宅
の
入
居
待
ち
 
 

は
7
千
人
に
達
し
、
受
け
入
 
 

市
営
住
宅
も
う
限
界
 
 

れ
る
余
裕
は
も
は
や
な
い
。
 
 
 

昨
年
1
年
間
に
同
市
で
労
 
 

働
者
登
録
を
し
た
外
国
人
は
 
 

約
5
千
人
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
 
 

の
2
千
人
を
筆
頭
に
リ
ト
ア
 
 

ニ
ア
人
1
1
3
0
人
、
ス
ロ
 
 

バ
キ
ア
人
4
8
0
人
と
東
欧
 
 

が
上
位
を
占
め
る
。
白
営
業
 
 

者
や
不
法
就
労
者
ら
を
加
え
 
 

る
と
、
人
口
の
1
割
に
あ
た
 
 

る
1
万
6
千
人
に
上
る
。
東
 
 

ニューリンクスの事務所で移民らの電話相盲剥こ応じる  
ポワシェケピッチさん＝ピーターバラで、稲田写す  

英
国
は
、
0
4
年
5
月
に
加
盟
し
 
 

た
1
0
カ
国
の
う
ち
キ
プ
ロ
ス
と
マ
 
 

ル
タ
を
除
く
、
東
欧
8
カ
国
か
ら
 
 

の
出
稼
ぎ
労
働
者
の
受
け
入
れ
を
 
 

制
限
し
な
い
政
策
を
と
っ
て
き
 
 

た
。
0
4
年
当
初
か
ら
門
戸
を
全
面
 
 

開
放
し
た
の
は
1
5
の
旧
加
盟
国
の
 
 

う
ち
英
国
と
隣
国
ア
イ
ル
ラ
ン
 
 

ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
3
カ
国
に
 
 

と
ど
ま
っ
た
。
 
 
 

今
年
、
親
E
U
派
の
ブ
ロ
デ
ィ
 
 

首
相
が
返
り
咲
い
た
イ
タ
リ
ア
を
 
 

は
じ
め
5
カ
国
が
加
わ
っ
た
が
、
 
 

E
U
平
均
よ
り
失
業
率
が
高
い
ド
 
 
 

欧
か
ら
の
移
民
の
互
助
団
休
 
 

も
次
々
で
き
て
い
る
。
ポ
ー
 
 

ラ
ン
ド
人
的
3
0
人
で
つ
く
る
 
 

E
U
は
城
内
労
働
力
の
自
 
 

由
な
移
動
を
め
ざ
す
。
 
 

旗
振
り
役
の
欧
州
委
負
会
 
 

は
今
年
2
月
、
東
欧
8
カ
国
 
 

か
ら
の
移
民
が
受
け
入
れ
国
 
 

欧
州
委
は
経
済
責
献
を
強
調
 
 

イ
ン
フ
ラ
未
整
備
の
指
摘
も
 
 

ル
ー
マ
ニ
ア
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
加
盟
控
え
 
 

の
労
働
力
不
足
を
緩
和
し
、
 
 

経
済
を
好
転
さ
せ
た
と
椿
静
 
 

づ
け
る
報
告
書
を
ま
と
め
 
 

た
。
 
 
 

報
告
書
に
よ
る
と
、
旧
加
 
 

盟
国
の
労
働
人
口
に
占
め
る
 
 

東
欧
8
カ
国
か
ら
の
移
民
の
 
 

割
合
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
3
 
 

■
8
％
（
0
5
年
）
、
オ
ー
ス
 
 

ト
リ
ア
1
・
4
％
（
同
）
以
 
 

外
は
、
ど
の
囲
も
1
％
を
下
 
 

回
る
。
 
 
 

欧
州
委
鼻
会
は
労
働
市
場
 
 

を
さ
ら
に
開
放
す
る
よ
う
加
 
 

「
イ
ー
グ
ル
協
会
」
は
今
年
 
 

5
月
に
旗
揚
げ
。
「
労
働
者
 
 

の
大
半
は
数
カ
月
間
で
母
国
 
 

に
帰
る
。
高
学
歴
者
も
多
い
 
 

が
、
肉
体
労
働
を
し
て
い
る
 
 

の
が
現
状
だ
」
と
代
表
の
ト
 
 

マ
シ
ュ
・
ウ
ロ
ダ
ル
ス
キ
ー
 
 

さ
ん
（
2
7
）
は
帯
る
。
 
 
 

ウ
ロ
ダ
ル
ス
キ
ー
さ
ん
も
 
 

大
学
の
哲
学
科
を
卒
業
し
た
 
 

元
高
校
教
師
。
渡
英
を
決
め
 
 

た
の
は
、
故
郷
ク
ラ
ク
フ
で
 
 

画
家
の
華
と
私
塾
を
始
め
る
 
 

際
に
銀
行
か
ら
借
り
た
約
8
 
 

英は職種制限検討  

移民政府予想の20倍  
イ
ツ
な
ど
は
、
東
欧
8
カ
国
の
労
 
 

働
者
を
無
制
限
に
受
け
入
れ
な
け
 
 

れ
ば
な
ら
な
い
最
終
期
限
の
1
1
年
 
 

ま
で
引
き
延
ば
す
立
場
を
明
ら
か
 
 

に
し
て
い
る
。
 
 

域
内
労
働
力
の
白
由
な
移
動
に
 
 

最
も
積
極
的
だ
っ
た
英
国
の
方
向
 
 

転
換
の
き
っ
か
け
は
、
今
年
8
月
 
 

に
明
ら
か
に
な
っ
た
「
衝
撃
的
な
 
 

数
字
」
だ
。
 
 

0
4
年
5
月
か
ら
2
年
間
に
正
規
 
 

の
手
続
き
を
踏
ん
で
就
職
し
た
東
 
 

欧
移
民
の
総
数
が
政
府
予
想
の
2
0
 
 

倍
の
4
2
万
7
千
人
に
達
し
て
い
 
 

盟
国
に
促
し
て
い
る
。
 
 

経
済
界
に
は
開
放
を
歓
迎
 
 

す
る
声
が
根
強
い
。
英
国
の
 
 

大
企
業
代
表
ら
が
今
年
3
月
 
 

設
立
し
た
経
済
団
体
「
新
欧
 
 

州
の
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
」
の
 
 

ザ
キ
・
ク
ー
パ
ー
広
報
部
長
 
 

は
「
英
国
は
他
国
に
先
駆
け
 
 

東
欧
移
民
を
受
け
入
れ
た
か
 
 

ら
こ
そ
、
0
5
年
と
0
6
年
の
経
 
 

済
成
長
率
が
0
・
5
～
1
哲
 
 

押
し
上
げ
ら
れ
た
と
い
う
推
 
 

計
も
あ
る
」
と
強
調
す
る
。
 
 

一
方
、
民
間
シ
ン
ク
タ
ン
 
 

千
吋
ノ
（
約
1
8
0
万
円
）
を
 
 

返
済
す
る
た
め
だ
。
機
械
工
 
 

と
し
て
週
3
日
働
け
ば
、
母
 
 

国
で
の
収
入
の
倍
の
週
2
9
 
 

且
ン
人
的
6
万
5
千
円
）
に
 
 

な
る
の
が
魅
力
だ
と
い
う
。
 
 
 

市
は
0
4
年
1
1
月
、
政
府
か
 
 

ら
助
成
金
を
受
け
て
移
民
支
 
 

援
セ
ン
タ
ー
「
ニ
ュ
ー
リ
ン
 
 

ク
ス
」
を
開
設
。
住
宅
や
医
 
 

療
、
教
育
な
ど
公
共
サ
ー
ビ
 
 

ス
や
納
税
に
関
す
る
相
談
窓
 
 

口
を
設
け
、
無
料
の
英
誘
致
 
 

室
も
開
い
て
き
た
。
だ
が
、
 
 

た
。
自
営
業
者
や
不
法
就
労
者
ら
 
 

を
加
え
る
と
6
0
万
人
に
も
上
る
と
 
 

推
計
さ
れ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
と
ブ
ル
 
 

ガ
リ
ア
に
つ
い
て
は
歯
止
め
を
求
 
 

め
る
声
が
与
野
党
か
ら
一
気
に
上
 
 

が
っ
た
。
 
 
 

英
政
府
は
暫
定
措
置
と
し
て
、
 
 

労
働
力
が
不
足
し
て
い
る
職
種
に
 
 

限
っ
て
両
国
か
ら
の
移
民
を
受
け
 
 

入
れ
る
方
策
を
検
討
し
て
お
り
、
 
 

1
0
月
下
旬
に
緒
論
を
出
す
と
い
 
 

う
。
E
U
城
外
か
ら
の
移
民
に
対
 
 

す
る
現
在
の
労
働
許
可
の
仕
組
み
 
 

を
踏
襲
し
た
も
の
だ
。
 
 

ク
「
イ
ミ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
 
 

ウ
オ
ッ
チ
」
の
ア
ン
ド
ル
ー
 
 

・
グ
リ
ー
ン
代
表
は
「
移
民
 
 

は
加
速
度
的
に
増
え
て
い
る
 
 

が
、
学
校
、
病
院
、
道
路
な
 
 

ど
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
追
い
つ
 
 

い
て
い
な
い
」
と
、
開
放
に
 
 

伴
う
問
題
点
を
指
摘
す
る
。
 
 
 

1
1
年
が
最
終
期
限
の
東
欧
 
 

8
カ
国
に
続
き
、
加
盟
国
は
 
 

1
2
年
に
は
ル
ー
マ
ニ
ア
と
ブ
 
 

ル
ガ
リ
ア
か
ら
も
労
働
者
を
 
 

無
制
限
に
受
け
入
れ
な
け
れ
 
 

ば
な
ら
な
い
。
だ
が
、
両
国
 
 

の
加
盟
と
同
時
に
無
制
限
の
 
 

受
け
入
れ
を
表
明
し
て
い
る
 
 

の
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
だ
け
 
 

だ
。
移
行
期
間
の
暫
定
措
置
 
 

が
認
め
ら
れ
る
0
9
年
ま
で
は
 
 

一
定
の
歯
止
め
を
か
け
、
全
 
 

面
開
放
を
先
延
ば
し
に
す
る
 
 

国
が
大
勢
と
み
ら
れ
る
。
 
 
 

近
郊
の
大
手
ス
ー
パ
ー
が
ポ
 
 

ー
ラ
ン
ド
で
千
人
規
模
の
直
 
 

摸
雇
用
に
踏
み
切
り
、
予
想
 
 

を
上
回
る
速
さ
で
増
え
た
。
 
 

ニ
ュ
ー
リ
ン
ク
ス
常
勤
ス
 
 

タ
ッ
フ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
、
 
 

カ
タ
ジ
ュ
ナ
・
ボ
ワ
シ
ェ
ケ
 
 

ピ
ッ
チ
さ
ん
（
讐
は
「
や
る
 
 

気
に
満
ち
た
若
い
働
き
手
が
 
 

増
え
れ
ば
、
英
国
に
と
っ
て
 
 

大
書
な
経
済
効
果
が
あ
る
は
 
 

す
」
。
出
稼
ぎ
労
働
者
の
制
 
 

限
へ
と
カ
ジ
を
切
っ
た
政
府
 
 

の
動
き
に
注
目
す
る
。
 
 


